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藤
田
克
彦
幹
事
長
の
司
会
で

は
じ
ま
り
、
平
成　

年
度
事
業

２４

報
告
、
同
収
支
決
算
、
同　

年
２５

度
事
業
計
画
案
、
同
収
支
予
算

案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
満
場

一
致
で
可
決
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
堀
口
繁
会
長

が
全
日
電
工
連
全
国
青
年
部
協

議
会
会
長
に
就
任
し
た
た
め
、

新
し
く
新
役
員
を
選
任
し
た
。

そ
の
結
果
、
林
靖
貴
副
会
長
が

新
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。
な
お

堀
口
氏
は
相
談
役
に
就
任
し

た
。

　

新
役
員
は
次
の
通
り
。
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宮
原
新
幹
事
長
の
司
会
で

「
２
０
１
３
年
度　

第
１
回
府

県
支
部
代
表
者
会
議
」
を
開

催
。
林
新
会
長
あ
い
さ
つ
の

後
、
全
国
青
年
部
協
議
会
か
ら

の
報
告
が
あ
り
、
堀
口
新
会
長

へ
の
協
力
を
要
請
し
た
。
と
く

に
８
月
７
、
８
日
の
２
日
間
、

大
電
工
技
術
会
館
で
理
事
会
を

開
催
す
る
。　

月　

日
、
横
浜

１１

１４

で
全
国
大
会
を
、　

日
に
前
夜

１３

祭
を
開
催
す
る
。

　

府
県
の
各
支
部
か
ら
の
要

望
、
報
告
な
ど
が
あ
り
、
と
く

に
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

午
後
５
時
か
ら
「
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
使
命
）
」
を
テ
ー
マ
に
棚

橋
秀
行
氏
（
棚
橋
電
機
代
表
取

締
役
社
長
）
が
海
外
の
電
気
情

勢
を
話
し
た
。
そ
の
な
か
で
棚

橋
氏
は
「
組
合
に
加
入
す
る
の

は
、
組
合
か
ら
何
か
を
学
ぶ
こ

と
も
重
要
だ
が
、
そ
の
一
方

で
、
自
ら
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
も

っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
だ
。
そ

れ
を
組
合
員
に
情
報
提
供
し
て

い
く
こ
と
で
、
我
々
の
仕
事
は

も
っ
と
豊
か
に
な
る
」
と
組
合

と
組
合
員
の
在
り
方
を
述
べ

た
。

　

午
後
６
時　

分
か
ら
懇
親
会

１５

に
入
っ
た
。

　

最
初
に
全
日
電
工
連　

全
国

青
年
部
協
議
会
会
長
に
就
任
し

た
堀
口
繁
氏
、
そ
し
て
関
西
青

年
部
連
合
会
会
長
に
就
任
し
た

林
靖
貴
氏
、
そ
し
て
来
賓
を
代

表
し
て
向
山
和
義
関
西
電
気
工

事
工
業
会
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

堀
口
会
長
と
林
会
長
は
新
会

長
と
し
て
の
抱
負
を
述
べ
、
向

山
会
長
は
組
合
の
置
か
れ
て
い

る
現
状
を
話
し
た
。

　

西
野
正
則
関
西
電
気
工
事
工

業
会
副
会
長
の
乾
杯
で
懇
親
会

に
入
り
、
親
睦
を
深
め
た
。

　

堀
口
全
日
電
工
連　

全
国
青

年
部
協
議
会
長
あ
い
さ
つ
（
要

旨
）

　

さ
る
６
月　

日
、
全
日
電
工

２６

連
総
会
で
全
国
青
年
部
協
議
会

会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
い

ま
振
り
返
り
ま
す
と
、
２
年

前
、
関
西
青
年
部
の
尾
崎
さ
ん

と
棚
橋
さ
ん
に
関
西
青
年
部
の

会
長
に
就
任
せ
よ
と
説
得
さ

れ
、
今
日
ま
で
や
っ
て
き
ま
し

た
。
幸
い
に
我
々
の
親
会
は
我

々
を
大
変
暖
か
く
見
守
っ
て
頂

き
、
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

全
国
の
会
長
就
任
を
引
き
受

け
る
条
件
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

青
年
部
の
会
議
を
す
べ
て
東
京

で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

後
は
関
東
と
関
西
が
交
互
に
開

催
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
そ
れ

を
就
任
の
条
件

と
い
た
し
ま
し

た
。
私
は
近
畿

を
大
変
誇
り
に

思
っ
て
い
ま

す
。
青
年
部
の

組
合
員
数
も
大

阪
が
ト
ッ
プ
、

次
い
で
東
京
、

３
位
に
兵
庫
と

な
っ
て
お
り
ま

す
。
大
阪
と
兵

庫
、
そ
し
て
近

畿
が
一
つ
に
な

り
、
「
電
気
と

景
気
は
西
か

ら
」
と
い
う
精

神
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
支
援
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

林
関
西
電
気
工
事
工
業
会
青

年
部
連
合
会
会
長
あ
い
さ
つ

（
要
旨
）

　

つ
い
に
会
長
を
引
き
受
け
る

こ
と
に
な
り
、
大
変
責
任
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
先

輩
諸
氏
が
青
年
部
連
合
会
を
発

展
さ
せ
、
会
長
の
責
任
は
大
変

重
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
自

身
、
そ
う
し
た
こ
と
を
十
分
踏

ま
え
な
が
ら
、
皆
様
方
の
ご
協

力
、
ご
支
援
で
連
合
会
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

先
ほ
ど
総
会
で
組
合
の
活
動

方
針
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
最

優
先
課
題
は
な
ん
と
い
っ
て
も

組
合
員
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
で
す
。
組
合
に
入
っ
て
何

が
い
い
の
か
、
そ
の
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
横
の
つ
な
が
り
で
す
。

情
報
の
共
有
化
を
は
か
る
こ
と

で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性

を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
先
ほ
ど
堀
口
会
長
が
お

話
に
な
り
ま
し
た
よ
う
に
、
こ

の
ほ
ど
全
国
青
年
部
協
議
会
の

会
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
我

々
は
こ
の
就
任
を
関
西
の
総
意

と
し
て
受
け
止
め
、
今
後
堀
口

会
長
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

き
た
い
。

　

◇
向
山
関
西
電
気
工
事
工
業

会
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　

３
時
か
ら
総
会
、
府
県
支
部

代
表
者
会
議
、
研
修
会
を
拝
見

し
ま
し
た
。
新
役
員
も
決
ま

り
、
青
年
部
ら
し
い
総
会
で
あ

り
ま
し
た
。
と
く
に
研
修
会
で

は
棚
橋
秀
行
さ
ん
の
講
演
は
大

変
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

　

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た

が
、
我
々
の
業
界
は
太
陽
光
発

電
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
が
注
目
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
商
材
に
取
り
組
む
た
め
に

は
元
請
け
に
な
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
全
日
電

工
連
が
推
進
し
て
お
り
ま
す
提

案
型
技
術
営
業
に
も
っ
と
注
力

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

青
年
部
の
皆
様
方
と
一
緒
に
な

っ
て
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

組
合
で
は
い
ま
組
合
員
の
減

少
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
組
合
を
脱
退
す
る
に

は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
り
ま

す
が
、
や
は
り
皆
様
方
の
よ
う

な
若
い
人
に
加
入
し
て
い
た
だ

か
い
な
と
、
組
合
の
発
展
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
支
援
を
賜

り
た
い
。

　

関
西
電
気
工
事
工
業
会
青
年
部
連
合
会
は
６
日
、
大
阪
市
内
の
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ

ー
で
「
第
３
回
通
常
総
会
」
「
２
０
１
３
年
度
第
１
回
府
県
支
部
代
表
者
会
議
」
「
研
修

会
」
を
開
催
し
た
。
総
会
で
は
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
会
長
に
林
靖
貴
副
会
長
が
選
任

さ
れ
た
。
な
お
堀
口
繁
会
長
は
全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組
合
連
合
会
全
国
青
年
部
協
議

会
会
長
に
選
出
さ
れ
、
近
畿
か
ら
は
じ
め
て
青
年
部
会
長
が
誕
生
し
た
。
ま
た
「
２
０
１

３
年
度
活
動
方
針
」
も
発
表
さ
れ
た
。

あいさつする堀口会長

あいさつする林新会長
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代
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工
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乾
杯
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音
頭
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と
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西
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電
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工
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会
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会
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乾
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